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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 平成 16 年 12 月期（平成 16 年 1 月 1 日 ～ 平成 16 年 12 月 31 日）の業績予想について、平成 16
年２月 20 日付当社「平成 15 年 12 月期決算短信（連結）」及び同日付当社「平成 15 年 12 月期個別財
務諸表の概要」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。 
 

記 
 
１．連結業績予想の修正 
（１）平成 16 年 12 月期中間連結業績予想数値の修正（平成 16 年 1 月 1日 ～ 平成 16 年６月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 5,068 562 306 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 5,068 633 477 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 0 71 171 

増 減 率            （％） 0.0％ 12.6％ 55.9％ 

（ご参考） 
前期実績（平成15年12月中間期） 

4,669 534 298 

 

（２）平成 16 年 12 月期連結業績予想数値の修正（平成 16 年 1 月 1 日 ～ 平成 16 年 12 月 31 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 10,494 1,126 614 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 10,494 1,126 740 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ― ― 126 

増 減 率            （％） ― ― 20.5％ 

（ご参考） 
前期実績（平成 15 年 12 月期） 

9,351 1,005 573 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）1,849 円 91 銭 

  （注）平成 16 年８月 20 日をもって 1 株を３株に株式分割を行う予定のため、分割後の発行

済株式総数で算出しております。 



２．単体業績予想の修正 

（１）平成 16 年 12 月期中間業績予想数値の修正（平成 16 年 1 月 1 日 ～ 平成 16 年６月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 4,714 549 296 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 4,739 621 469 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 25 72 173 

増 減 率            （％） 0.5％ 13.1％ 58.4％ 

（ご参考） 
前期実績（平成15年12月中間期） 

4,440 503 282 

 

（２）平成 16 年 12 月期業績予想数値の修正（平成 16 年 1月 1 日 ～ 平成 16 年 12 月 31 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 9,644 1,045 561 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 9,644 1,045 690 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ― ― 129 

増 減 率            （％） ― ― 23.0％ 

（ご参考） 
前期実績（平成 15 年 12 月期） 

8,790 937 537 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）1,724 円 91 銭 

（注）平成 16 年８月 20 日をもって 1株を３株に株式分割を行う予定のため、分割後の発行

済株式総数で算出しております。 

 

３．修正の理由 

 当中間連結会計期間における売上高につきましては、大学等の公共案件の受注に加え、新商品の順

調な売上増加により前年同期比３億 99 百万円（前年同期比 8.5％）増、当初予想とほぼ同額となる見

込みであります。 

 中間連結経常利益につきましては、売上増加に伴う売上総利益の増加に加え、経費の削減効果、借

入金の減少に伴う金利負担の減少、製造子会社の仕入価格の見直し等により前年同期比 99 百万円（同

18.5％）増、当初予想比 71 百万円（当初予想比 12.6％）増となる見込みであります。 

 連結中間純利益につきましては、上記の理由に加え、当社創業者の死亡に伴う保険金の受け取り、

社葬費用の発生等により、前年同期比１億 79 百万円（同 60.1％）増、当初予想比１億 71 百万円（当

初予想比 55.9％）増となる見込みであります。 

 当連結会計年度を通じた売上高、経常利益につきましては依然として先行き不透明な経済情勢や、

個人消費の動向等を勘案し、変更は行っておりません。連結当期純利益につきましては、連結中間純

利益の影響を勘案し、前年同期比１億 67 百万円（同 29.1％）増、当初予想比１億 26 百万円（当初予

想比 20.5％）増となる見込みであります。 

 

以  上 


